
弘前学院大学社会福祉学部専任教員 2008年度の研究業績*

*以ドにおいては、 2009年度現在の本学 ;~ISI，lif壬教貝が2008年度 (2008年 4 )J ~2009年 3 JJ )に発Fト

党Jえした研究業績(1f1.し，調~折 11 学術論文， I I1iJi発点のみ)を掲載するり掲載内作'は各自の白己

qf {'，:にnづく()また、掲載の}11l'iはhl'削Iliiである口

大野拓哉(教J受)

抗;iij:、学術論文守;の名称

[学術論文]

1. tl:会制祉における法と倫理|巾.著 12009年3月 1r弘前学院大学社会制十If:学部研究紀要』第 9U
-1倫理綱領J の批判i'1~~~'1 1 1 ~lOH 
~三一一

tp 1，、 Jt
Jr干の別

党1i"えは
~G 1くの{I:Jj 発行所、発点雑誌等又は発表学会等の名称

小川、ド桁 (J昨日1Ij)

持守、学術論文;咋の名称

[守:術論文]

1. 1川場所Jでの「受行体験J
を通した知的|喧主計家族のア

イデンティティ所会成プロセス

子どもの「同-場所」作りに

参加する知的|時計fr'を抱える
ほ却に/j't'j:Llして-

2. 地域活動を通した参加者の
L体形成プロセスに閃する{反

11見的州究~r どもの!日;場所づ
くりの的動に荷 11して~

[1 I頭発去]
1 .中山間地域における『独白:
明社会品ifll:U の現状と課題
2， 1現場Jでの「ジレンマ体験」
を通した独良型十1:会有山l:士の
アイデシティティ形成プロセ

ス一社会骨内1:1:が独占:する過
れに荷けして-

qq'i、 JtI 党1Jえは
許15の別 I ~GKの {I' Jj 党行所、発衣雑誌等又は発夫学会守;の名称

Fji.~: 12009{ド3} J IlrUl、Ijij学院大学社会十日祉学;}IS研究紀要』第 9U-

単Ji: 12009年 3月 1r北海道地域柑'itlf:研究』第12巻 1~ 1O頁

中.独 12008'q: 7 ) J 1北海道地域悩祉学会第15l!!l研究大会

qi.独 12009年2月|第471nl北海道社会制祉学会
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弘前学院大''?fJ j'; 十t.\.J:n:"(: 存ISì，~i令任教 tl 2008{1←1支の{I}I究業組

字t

におけるこヨミュニ

ケーション

2. 新行動主義則論とB.ド.スキ

ナーの行動 I~学

野11伐名

~: 

[編 ~:}n
1. TfちfTい保育の創造

(/'j:諦:jI治文}
1. i4t:i障の支持られざる指導
森安~，誌の忠怠{と行動……青森県
初めての出会議員と第 i大医
h小iベ::)I長第 I.H学iベ取締義
勤の活動を中心に一

てぴ)

: I・J¥{

4.地JsXにおける子育てメイトの

活動n…-[-uて支扱をq

藤i吋真之

民:占;、学術論文 ~;tの

(1 111ft発点}

'IiHiえは
づき去の{I:)J 

発h)くは
ず~;乙ぴ)イI' )J

党ねえは

発去のfド}j

Differenccs in Consumer Attitudes I 共liiJ120081r. 
bclween Tokyo'沿 Central
and Suburbぉ

( 1I頭発点1
l. ピグー

と救1t

10メー

党II所、党去雑誌苛えは発点学会て干の

都9

えは発表学会等の名称

発点雑誌等えは党点字会て干の名称

Intcrnational Sociolo認icalAssocIation. Research 
Committee 21. 2008 Tokyo conference 

発表雑誌写えは党衣学会〈干の

第9U



弘前学院大学社会斜線:学部研究紀要 第防庁(20l0"f)

松本郁代(准教授)

又は発衣学会等の名称

2. 青森県における

3. 新技ri焔造とその
惑丹 'j~ 業・社会事業からみた
札幌遠友夜学校

[1 I頒発表}
1.新i度戸千iR造とその本!脈一一
法友夜学校を'11心として

51 ~58f[ 

文3ヒ研究所i新潟会

，'d吋手11-"ぶ

苦丹、 文;守;の名称
官1()乙は
1Gt<ぴ)if JJ 発行所、 は発夫学会等の

News Letter助産帥教官 NO.59 

11本学術会議 健康・ /l:~i百科学;委託会健康

η
、υ 委員

4. 健康・スポーツ科学問
の/'j:~1ìi研究同体における労
[，( Jt川参酬にi期する I調任研究

5. アンチエイジング、ヘルシ
ーエイジングとともにサクセ

スフルエイジングを 2つの例
から

6. 長期間のアスタキサンチン
摂坂がサルコベニアに及ぼす

会健康・

本抗加齢科学会雑

7 民会議ニュース 第25巻

8. 青年層の喫:持1・飲酒実態調
果報;1t古

び〉フ。 本運動黒字会大会

2. fJ: J!JJ!Iむの抗殻北食摂取ガラ
ット廿栴筋タンパク質介成系

に及ぼす影轡

3. 萎縮務の!日|復過程における
細胞内シグナル伝述系に及ば

す}JU齢の郎響

1. ~りと形態の変化によるス
トしス緩和主力来の研究E

本運動!I~聞学会大会

r 1本感性 L学会人会

-109-



弘li有学院大学社会出任学部1，ll1f:教Ll 2008"I:J!tのiiJf究業中il't

〆丸
、ノ¥.J えは党去学会等の名称

9月 I 11本体育学会第591111大会

… 110ー


